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1.企画概要



竹原市では、旧市庁舎跡地等に新たな複合施設を整備する事業を進めており、

2029（令和11）年度中の完成を目指している。

複合施設整備に向けて、

市民団体「たけはら中心市街地まちづくりワークショップグループ」主催（竹原市共催）の

「図書館×広場」をコンセプトとする社会実験「HaReNiWaあそぶっく」を実施した。

社会実験の目的は以下のとおりである。

①複合施設への導入を検討している機能の親和性の確認

②複合施設をイメージした空間に対する市民の反応の確認

③複合施設整備に向けた市民の気運醸成

④市民が主体的に複合施設を活用する体制の構築

1.企画概要



【期間】
2025（令和7）年11月14日（金）16時～20時

11月15日（土）10時～20時
11月16日（日）10時～14時

実施場所と開催期間

N

1.企画概要

場所：フジ竹原店駐車場 竹原書院図書館周辺エリア

フジ食品館
（スーパー）



2.企画の狙い



2.企画の狙い （仮称）竹原市複合交流拠点施設について

竹原市では、市庁舎の移転に伴う跡地を活用して新たな複合施設を整備する事業を
進めており、令和11年度中の完成を目指している。

複合施設への導入を検討中の機能例

ロビー 外構・広場

写真は他自治体視察時に撮影

プレイルーム ホール 会議室



2.企画の狙い 竹原市複合施設整備基本計画と「セッション」

【複合施設で起こしたい「セッション」とは】

ここでは、機能の複合化により、下記のように施設に訪れた人々の活動が混ざり合い、
新たな交流や発見に出会い、新しい価値を生み出していくこと。偶然の出会い。

【セッションの例】

子育て×広場×本
読み聞かせを広場で

機能の複合化により、どのようなセッションが生まれるのか可視化するために、

複合施設をイメージした空間づくりの実験を企てる

調理×広場×体験
青空ピクニック

ホール×文化・芸術
飛び入りコンサート

文化×体験×広場
屋外ダンス教室

竹原市複合施設整備基本計画（R7.６） 施設コンセプト

「小さなセッションが未来を育てる、たけはらオープンプレイス」



【先進地のおにクル（大阪府茨木市）の取組】

・新たな複合施設整備にあたり、市民と一緒に施設・広場づくりワークショップ及び社会実験を繰り
返し、施設を活用しやすくなるルールづくりを継続的に実施

・市民が企画するオープニングイベントを実施

・市民・運営者・市民が一体となった施設の活用体制が構築される

・主要な諸室が高い稼働率で推移しており、多くの市民利用につながる

（例）会議室・ミーティングルーム等の稼働率50～80％、 多目的ホール45％程度（休日75％）

複合施設ができたときに、セッションを生み出す場として市民が使いこなせるように
するには、事前の体制づくりが重要

2.企画の狙い 市民参画プロセスの検討



市民と一緒に複合施設を作ることで、単なるハコモノではなく、活用される施設となる

竹原市では、令和5年度から市民とともに

「中心市街地まちづくりワークショップ」を実施しており、

この枠組みを活用し、複合施設整備に向けた社会実験を行う

2.企画の狙い 市民参画プロセスの検討

【社会実験の目的】

①複合施設への導入を検討している機能の親和性の確認

②複合施設をイメージした空間に対する市民の反応の確認

③複合施設整備に向けた市民の気運醸成

④市民が主体的に複合施設を活用する体制の構築

今回は、「図書館×広場」をコンセプトの社会実験とすることで、

・本を中心に、屋外での様々な活動を提供することで、図書館内へ誘客する

・普段から図書館を利用している層にも、新たな本への親しみ方を提供する

ことを目指す。



【HaReNiWa】

令和6年度までの中心市街地まちづくりWSメンバー有志により設立。竹原市役所旧庁舎

にて社会実験を2回実施しており、今回も企画から一部メンバーが参加している。

未来につながる「晴れ庭」を作りたいとの思いから命名された。

継続してHaReNiWaの名前を使うことで、ブランディングやモチベーション向上へ

2.企画の狙い イベント名

R7.5.18 第1回”HaReNiWaフェス”（マルシェ） R7.8.29 第2回”HaReNiWa 手ぶらでBBQPARTY”

HaReNiWa + 遊ぶ + 本 ＝ HaReNiWa あそぶっく



2.企画の狙い 体制図

下図のとおり、市民が主体的に運営し、竹原市や山口大学がサポートする体制とした。

市内事業者市民団体

主催

たけはら中心市街地
まちづくりワーク
ショップグループ

共催

竹原市
協力

山口大学建築都市
デザイン研究室

協力

フジ竹原店

UR都市機構

敷地提供等 運営支援

物品リース

出演等
物品提供

出店等

備品提供

運営支援

竹原書院図書館

リサイクル本提供

本の貸出等



3.企画検討プロセス



日程 テーマ・内容

令
和
５
年
度

第１回
WS 9/30

■中心市街地の将来像を考えよう

・中心市街地での過ごし方

・中心市街地がどういう風になってほしいか・取組

第２回
WS

11/4

■中心市街地地区の過ごし方を具体化しよう！

・中心市街地での過ごし方をタイムスケジュールにしてみよう！

・竹原市役所周辺エリアのタイムスケジュールを充実させよう！

第３回
WS 1/20

■庁舎跡地の複合施設のコンセプトの考えよう！

・庁舎跡地周辺をどんな空間にしたいか考えよう

・複合施設のコンセプトをつくろう

令
和
６
年
度

第４回
WS

7/20
■複合施設での過ごし方を具体化しよう
・具体的に『セッション』を考えてみよう

第５回
WS 9/21

■市民のクレド（信条）をイメージしよう
■複合施設のプランを共有しよう①
・自分たちが複合施設をどう利用するか想像して、クレドを考えよう

第６回
WS

11/9
■複合施設での企画を具体化しよう
■複合施設のプランを共有しよう②（３D都市モデル）

3.企画検討プロセス 昨年度までの取り組み

R6年度までの取り組み：市民が複合施設を使いこなすために考えを持つ

詳細は「中心市街地まちづくり通信」に掲載



日程 テーマ・内容

令
和
７
年
度

第７回
WS

9/13

■図書館×広場セッションの企画を検討しよう！

・あったら良いね！というセッションを考える

・セッション実現のためのイベント案を具体的に考える

第８回
WS

10/4

■図書館×広場セッションの企画を具体化しよう！

・各班で考えたこと・今日決めたいこと・今後すべきことを発表

・他班の意見を踏まえ、各班で再検討

・この場で決めたこと・今後すべきことを発表

社会
実験

11/14～16
■HaReNiWaあそぶっく

・現地での準備・運営・撤収・調査等

第9回
WS

2/7
■HaReNiWaあそぶっくを振り返ろう

・次回に向けた意見出し

3.企画検討プロセス 今年度の取り組み

R7年度の取り組み：複合施設の使い方のアイデアを実行に移す



3.企画検討プロセス 第7回WS 2025/9/13

複合施設の目指す姿を確認し、今回の社会実験

の概要を竹原市・山口大学から説明した上で、

参加者の興味やスキルをもとに3班に分かれ、

班ごとに企画内容のアイデアを考え、発表した。

子ども・子育て班

全体デザイン班

音楽・趣味班



3.企画検討プロセス 第8回WS 2025/10/4

班ごとに、企画内容の詳細を発表・検討した。

イベント時間や会場レイアウトの調整のため、

班同士での議論も行われた。

最後に、イベント名を全員で議論し決定した。

WS以外にも、各班で会議を複数回実施した

ほか、

出演者・出店者等との調整を行った。

子ども・子育て班

全体デザイン班

音楽・趣味班



4.企画内容



企画エリアのゾーニング

・図書館と広場の親和性を見るため、人工芝は図書館側に配置。
・会場への入り口は、車と人が交錯しないよう、フジの駐輪場
図書館側に設定した。
・安全面の観点から、人が駐車場に飛び出さないよう
図書館側を「子ども・子育て班」「音楽・趣味班」のエリア、
駐車場側を全体デザイン班が担当する飲食エリアと備品置き場
に設定した。

子ども・子育て班 音楽・趣味班

全体デザイン班

社会実験の実施エリアを3つに分け、それぞれの担当グループ
が企画の検討を行った。

（1）全体デザイン班
会場全体のレイアウト、安全対策、広報活動、飲食出店の
エリアを検討するグループ

（2）子ども・子育て班
子どもの遊び場や来場者がくつろげるエリアの検討や子ど
もが楽しめるイベント・企画を検討するグループ

（3）音楽・趣味班
音楽イベントの開催などまちの文化活動を発信し、魅力的
な空間の演出を検討するグループ。

4.企画内容 企画エリアのゾーニング



（1）全体デザイン班の企画

■縁日
わたがしの販売、ボールすくい

■飲食販売
キッチンカーやテント出店による飲食販売

4.企画内容 全体デザイン班



（1）全体デザイン班の企画

■竹灯り
竹原中学校の生徒が作成した竹灯り、憧憬の路で設
置された竹灯りを展示

■体験ワークショップ
レジンを使ったキーホルダーつくり

4.企画内容 全体デザイン班



（1）全体デザイン班の企画

■車止めを活用したファニチャーの設置
コンパネ・廃棄煉瓦*を活用したファニチャーや、災
害時用の簡易組立ベッド*を滞留スペースとして設置
（*ともに竹原市内企業より提供）

4.企画内容 全体デザイン班



（1）全体デザイン班の企画

■図書館の本を広場へ持ち出し
図書館の本を団体として約50冊借りて、広場内の人
工芝エリアとステージ横に設置
本探しクイズ等の企画との連携のため、本の選定は
各班で行った

4.企画内容 全体デザイン班



（1）全体デザイン班の企画

■必要備品

折り畳みテーブル ×12
スタッキングチェア×40
テーブル×3 イス×8
※パラソルは無し

飲食スペース

備品置き場、受付ブース
3×6ｍテント ×1
3×3ｍテント ×1
ウェルカムボード ×2
※出店者は各自でテント
を用意する

その他

発電機×1
延長コード（20ｍ）×3
延長コード（10ｍ）×3
パーテーションポール
電工ドラム

竹灯り
コンパネ×2
廃棄煉瓦
防災ベッド×2

4.企画内容 全体デザイン班



（2）子ども・子育て班の企画

■遊び・くつろぎスペース
人工芝の上で、オセロやUNOなどのカード・ボード
ゲームやビー玉転がしなどの遊びができたり、
ハンモックやクッションでくつろげたりする、
親子で楽しめるエリア

4.企画内容 子ども・子育て班



（2）子ども・子育て班の企画

■べっこう飴orマシュマロをプレゼント
図書館との連携企画として、
オススメの本の紹介ポップを作った来場者に、
べっこう飴またはマシュマロを一つプレゼント

【企画の流れ】
①本紹介ポップ用の紙に、
性別、年齢、おすすめの本の紹介を書いてもらう
（図書館の本以外でもOK）

②受付のボード（下の写真）にポップを張ってもらう
③参加者にマシュマロまたはべっこう飴を渡す

4.企画内容 子ども・子育て班



（2）子ども・子育て班の企画

■必要備品

ローテーブル ×3
ハンモック ×3
ハンモック
（ブランコ） ×3

丸テーブル ×1
AIR GLAMP SOFA ×8
クッション ×2

こたつ ×3
ランタン ×7
LEDランタン ×9

遊び・くつろぎスペース

その他

カードゲーム
オセロ、ビッグオセロ
紙芝居
子供向けの本
テントシート ×3

チェアパッド丸 円形 ×35
あやとり、おりがみ
ホットプレート

ロゴスイス ×7
七輪 ×3

4.企画内容 子ども・子育て班



（3）音楽・趣味班の企画

■音楽演奏会（11/15（土）のみ）
地元音楽団体などによる演奏会を、ステージで実施

鍵盤ハーモニカ
byシャインフレールさん

・13時～、14時～
・演目は「赤とんぼ」「となりの
トトロ」など

ピアノ
by白石真理さん

・10時～、18時～
・演目は「Let It Go」「ひこうき
雲」など

ウクレレ
byハネレレフレンズさん

・15時～、16時～
・演目は「いつも何度でも」「風
になる」「島人の宝」など

4.企画内容 音楽・趣味班



（3）音楽・趣味班の企画

■モルック
演奏会のない時間に人工芝で実施

■本探しクイズ
本と音楽のコラボ企画として、『となりのトトロ』
のオープニング曲「さんぽ」に出てくる言葉が載っ
ている本を探すイベントを実施

4.企画内容 音楽・趣味班



（3）音楽・趣味班の企画

■必要備品

3×6ｍテント ×1
演奏者用イス ×10
電子ピアノ
スタンドマイク
ステージ用照明 ×2

ステージ

その他

BGM用スピーカー
BGM用CDデッキ
BGM用CD
スクリーン ×1
プロジェクター ×1
DVDプレイヤー
×1
HDMIケーブル
紙芝居DVD

4.企画内容 音楽・趣味班



広報方法

・チラシ
・HaReNiWaのSNS
・竹原市のHP、SNS
・マスコミ（タネットなど）

広報場所

・竹原市内の学校、こども園など
・あいふる商店街
・竹原市役所
・道の駅たけはら
・竹原書院図書館 など

4.企画内容 広報



・HaReNiWaのSNS投稿用のコラージュ写真を企画ごとに作成し、告知を行う

4.企画内容 広報



5.当日の様子



5.当日の様子 ①縁日



5.当日の様子 ②飲食販売



5.当日の様子 ③竹灯り・リサイクル本



5.当日の様子 ④体験ワークショップ



5.当日の様子 ⑤車止めファニチャー



5.当日の様子 ⑥災害用簡易組立ベッド



5.当日の様子 ⑦屋外に置いた本で読書しながら遊ぶ



5.当日の様子 ⑧ビー玉転がし



5.当日の様子 ⑨ビッグオセロ



5.当日の様子 ⑩カードゲーム



5.当日の様子 ⑪焼きビー玉



5.当日の様子 ⑫本のポップ作成（参加者140人）



5.当日の様子 ⑫本のポップ作成（参加者140人）



5.当日の様子 ⑬べっこう飴



5.当日の様子 ⑭焼きマシュマロ



5.当日の様子 ⑮鍵盤ハーモニカ演奏



5.当日の様子 ⑯ピアノ演奏



5.当日の様子 ⑰ウクレレ演奏



5.当日の様子 ⑱モルック



5.当日の様子 ⑲本探しクイズ（参加者37人）



5.当日の様子 ⑲本探しクイズ（参加者37人）



5.当日の様子 ⑳Day1



5.当日の様子 ㉑Day2



5.当日の様子 ㉒Day3



アンケート結果やセッション写真は「アクティビティレポート」へ→

HaReNiWaあそぶっく

プロジェクトレポート

終
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